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商工会議所の動 き
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図１　令和３年の賃金改定見通しについて 図２　賃金引き上げの場合、前年と比較した
改定率の程度について  　　　

図３　人件費負担対策として重視する要素について

　当所が、市内約450社を対象に実施した「賃金改定に関する経営者意識調査」（調査期間：令和３年１月８日～１月27日、
回収率43.8％）の結果がまとまりました。調査結果の概要は次の通りです。（詳細等については当所経営相談課まで）

１．賃金改定見通しについて

　「賃金引上げを検討する」とした回答が59.8%で前年比▲14.6ポイントと大幅に減少し、「改定しない」との回答が36.6%
で前年比＋13.8ポイントと大幅に増加した。近年の調査では賃金引上げの傾向が続いていたが、一転、引上げには慎重な
姿勢が見られた。賃上げ率は、「1.0％程度」が最も多く22.2％で、次いで「2.0％」が16.5％となった。（図１参照）

２．賃金引上げの場合、前年と比較した改定率の程度について

　令和3年の賃上げ率を前年と比較した場合、「変わらない」が56.0%で前年比▲12.7ポイント、「高い」が12.1%で前年比
▲0.2ポイント、「低い」が30.2%で前年比+16.1ポイントとなった。昨年の調査結果と比較して、「変わらない」と回答した割
合が低下し、「低い」と回答した割合が上昇した。また、過去4年の賃上げ率で「低い」と回答する割合は１割強で推移してい
たが、一転、3割となり賃上げに慎重な姿勢が窺える。（図２参照）

３．人件費負担対策として重視する要素について （複数回答）

　「機械設備等の導入拡大による省力化」が15.4％で前年比▲3.7ポイント、「パートタイマーへの切り替え、外注・派遣労
働者の活用」が2.2％で前年比▲4.8ポイント、「諸経費等コスト削減」が27.7％で前年比+4.9ポイント。また近年調査で減
少傾向にあった「新製品の開発・新市場の開拓」は14.2％で前年比+5.2ポイント増加した。新型コロナウイルスによるマイ
ナスの影響が続く中、打開策としても新規事業の着手が求められていると推察される。（図３参照）

“新型コロナウイルス感染症の影響が続く中、
賃金引上げには慎重な姿勢”

～令和３年「賃金改定に関する経営者意識調査」結果～
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モノづくり支援セミナー
～工業部会（小田嶋壽信部会長）～

２月１日（参加者32名）

【テーマ１】千葉工業大学未来ロボット技術研究センター
所長 古田貴之 氏が「ロボット技術と未来社会」と題して
講演し、「ロボット技術で重要なことは、いかに生活に入
り込んで産業化されるかということである」と強調しま
した。

【テーマ２】新潟大学地域創生推進機構特任教授 深谷清
之 氏が「令和２年度の医工連携事業のご紹介とSDGs
への取組について」と題して講演し、「SDGsは日本でも
大企業を先頭に中小企業でも取組を開始する事例が増
えている。また、採用試験や面接などで、学生から企
業の取組について聞かれることも増えている」と説明し
ました。

サイバーセキュリティ対策セミナーを開催
～情報・サービス業部会（梅津雅之部会長）～

２月16日（参加者45名）

　昨今、情報漏洩やサイバー攻撃等のセキュリティリス
クが高まっていることから、セキュリティ対策のセミナー
を開催しました。県警本部 生活安全部の担当者は、情
報セキュリティのポイントとして、①不用意にメールを
開かないこと ②不審なメールが届いた際に組織内で情
報共有することが不可欠と注意喚起されました。また、
㈱ITスクエア ITソリューション部の担当者は、情報漏
洩は、経営に直結する重大な損害につながる可能性が
あるため、サイバーセキュリティを経営課題のひとつと
して捉え、経営陣が対策に深く関わることが重要と強調
しました。

Instagram・Googleマップ活用！
集客セミナーを開催

～観光業部会（星野佳人部会長）～
２月25日（参加者75名）

　数あるお店の中からお客さんに「見つけてもらう・選ん
でもらうお店にする方法」を学ぶため、SNS活用法につい
てのオンラインセミナーを開催しました。講師の横田秀

しゅうりん

珠 
氏は「Instagramは画像のSNSとして、“かわいい”や“美
味しい”といった見た目で訴求する効果に優れているため、
飲食業や観光業では有効。ハッシュタグの入れ方で上位
に表示される可能性もあるので、いろいろな想定を考え
てキーワードを入れてほしい」と説
明しました。また、Googleマップ
で検索の上位にお店を表示させる
方法や、口コミを増やす秘策など、
細かい工夫を数多く解説しました。

新潟古町芸妓　伝承の想いを語る
～女性会（竹林昭代会長）～
２月25日（参加者35名）

　女性会では新年会を開催し、「古町芸妓として」と題し
て古町芸妓の津乃あおい 氏が講演しました。あおい氏は、

「コロナ禍のなかで古町芸妓として何ができるのか」を
考えたときに、①今までと変わらず芸事に精進すること 
②芸妓の活動を伝え続けること ③積極的にPRを行って
いくこと ④新しい生活スタイルになっても、「古町芸妓」

「おもてなし」という言葉が新潟から消えないように努力
していくことが大事であると思って
いる、と熱く語りました。
　講演会の後は、古町芸妓の舞を
鑑賞するとともに会員同士の親睦
を深めました。

健康は血管から！
人生100年時代の生活習慣

～教育福祉医療部会（渡邉毅部会長）～
２月18日（参加者70名）

　日本内科学会認定総合内科専門医、日本循環器学会
認定循環専門医　池谷敏郎 氏を講師に迎え、オンライ
ンセミナーを開催しました。池谷氏は「血管の老化は、
動脈硬化など様々な病気の原因となりうる。食事、運動、
睡眠においてよい習慣を行うことで血管力を高め、病
気を予防できる。特に食事のときはおかず（特に野菜）
から食べ始めて、炭水化
物の摂取量を減らし、代わ
りに野菜や肉豆魚の蛋白質
を多く摂取するべきである」
と説明しました。

重要なのは、いま誰が何に一番困ってい
るか、どうすれば喜ぶのかを「聴くこと」

～金融業部会（並木富士雄部会長）～
２月15日（参加者64名）

　経済ジャーナリスト・作家 渋谷和宏 氏が「コロナ社
会と日本経済の行方、中小企業が取り組むべきSDGs
とは～困難な時代をどう切り拓くか～」と題してオンライ
ンにて講演しました。
　渋谷氏は、「2020年のコロナ禍では、オンライン旅行
や混雑状況の情報提供サービス等、様々な工夫を凝ら
したビジネスが生まれた。いま誰が一番困っているかに
着目してビジネスを実現していく努力をすれば、コロナ
禍でも息の長いビジネスチャンスを獲得できる可能性
がある」、「本業でＳＤＧｓの目標を事業にどう組み込んで
いくのかを考え、誰が何に一番困っているか、どうすれ
ばそれらの人たちが喜ぶのかを『聴くこと』が重要である」
と、具体的な事例を挙げて解説しました。

経営は先手先手ですよね？
高齢対策も先手先手で

先手の対策は家族信託！
とき司法書士法人
TEL　０２５－３８４－０３０６

「対策事例」プレゼント中

社長が
認知症

・株が凍結します
・事業用不動産も凍結します


